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既存システムのハードウェア，ソフトウェアをバージョンアップすることで、これまで実現困難だったソリューション
を簡単に実装できるようになります。

7 Development INTEGRATION
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既存コードの変更や再利用

JavaやCOBOLで新規作成

ビジネス
要件

ライブラリー
を検索

変更の検討
変更の影響分析
変更作業の計画

現行アプリケー
ションの仕様書
を調査

統合テスト
および
システム・テスト

Customer 
libraries

再利用 - 仕様変更の際はソース・コードをスキャンして調査している。

開発 - TSO/ISPFのグリーン・スクリーンで開発をしている

移行 -
コード生成・作成
デバッグ
単体テスト

ライブラリー・構成管理 － ホスト上のPDSで管理している（或いはISVのSCM製品で管理）

Before : Development INTEGRATION 

テストデータ生成、デバッグ
、ABEND解析、パフォーマンス・
チューニングは、担当者の
スキルに依存している。

属人的な
手作業で
対応？

現在は、ベテラン技術者の経験と知識に依存した、属人的なオペレーションになっていませんか？

http://images.google.co.jp/imgres?imgurl=http://us.123rf.com/400wm/400/400/orson/orson0905/orson090500074/4858007.jpg&imgrefurl=http://jp.123rf.com/photo_4858007.html&usg=__tlzXg5f92z-UBvV-NcuCr17NQs8=&h=389&w=400&sz=35&hl=ja&start=13&tbnid=Lpxfp8XY9g5D7M:&tbnh=121&tbnw=124&prev=/images%3Fq%3D%25E7%25B4%2599%25E3%2581%25A8%25E9%2589%259B%25E7%25AD%2586%26gbv%3D2%26ndsp%3D20%26hl%3Dja%26sa%3DN
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再利用

・ 既存システム資産
の棚卸と可視化

・ 変更に対する影響
分析

Storage
Collaboration

QueryDiscovery

Administration: Users, 
projects, process

Best Practice Processes

Presentation 
Mash up

テスト
品質

データ

要求仕様
本番

ライブラリー

After : Development INTEGRATION

開発 テスト 運用

移行ライブラリー管理 変更管理

・ 共通プラットフォーム
（オープンソース）による
COBOL・PL/Iアプリケー
ションの開発

・ ホスト資源の有効活用

・ テストデータ生成

・ デバッギング

・ ABEND解析

・ パフォーマンス・
チューニング

・ パフォーマンス・
データ（実測値）

・ SLAの達成状況

・ バージョン管理

・ 構成管理

・ 申請と承認プロセス

・ 履歴の管理

・ コンパイル＆リンク

・ デプロイの自動化

リポジトリー

ソース
モジュール

ワーク
フロー

運用
データ

コラボレ
ーション

WebSphere Studio Asset Analyzer Rational Developer for System z Rational Functional Tester Tivoli CCMDB

Rational Clear Case Rational Clear Quest Rational Build Forge

Rational Team Concert

今後は、開発環境は共通の開発基盤技術の上で連携され、開発データを一元管理可能になります。
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Appendix; アプリケーション統合開発環境事例

• オープン系とホスト系のアプリ
ケーション開発環境を統合

• 棚卸と影響分析にWSAAを活用

• RD/ｚのローカル及びリモート
開発機能で、COBOLやPL/Iアプ

リケーション開発

• ソースコードはClearCase管理

Windows XP, Vista

ESB/MQ

RADRAD

WSAA

プログラム解析
メタ・データ

COBOL, PL/I

IE

JCL

IMS, CICS, DB2
の定義

リモート開発
リモート開発

IMS
CICS

DB2

実行モジュール

各種エディター
各種エディター

PL/I コンパイラー
PL/I コンパイラー

RD/z

COBOLコンパイラー
COBOLコンパイラー

WAS

実行モジュール

CCサーバー
Java, 

COBOL, PL/I

CC-RD/z-ホスト連携
CC-RD/z-ホスト連携

CC-Eclipse連携
CC-Eclipse連携

CC Ext

UTUTツールツール

WAS

HLL/WBHLL/WB

z/OS
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Solutionのご紹介

該当製品のデモ

お客様環境に合わせたPoC

Grand Designの作成

INTEGRATION 活動

INTEGRATIONとして選定した４つのSolutionエリア

について製品専門家を交えてご紹介します。

SWCoCにおいて製品の機能を中心にデモを行い、具

体的なメカニズムをご紹介します。

お客様の環境に合わせて、PoCを行います。

（お客様環境またはSWCoC/zMCoC)

一連の議論を通じて、適用時のGrand Designとそこに

至るまでのロードマップを作成します。

新しいテクノロジーについてディスカッションし、お客様の環境に

どのように取り入れるべきか、またどのような効果があるかをPoCなど通じて
ご一緒に考えさせて下さい。
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